
再評価結果（令和４年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・技術課

担当課長名：長谷川 朋弘

事業名 事業 事業 国土交通省

一般国道２１号 可児御嵩バイパス 区分 一般国道 主体 中部地方整備局
か に み た け

起終点 自：岐阜県可児郡御嵩町井尻 延長
ぎ ふ か に み た けちようい じ り

至：岐阜県可児市中恵土 ８．０km
ぎ ふ か に な か え ど

事業概要

一般国道２１号可児御嵩バイパスは、岐阜県可児郡御嵩町井尻から可児市中恵土に至る延長８．０ｋｍ
か に み た け か に みたけちようい じ り か に な か え ど

のバイパスであり、国道２１号（現道）の交通渋滞の緩和、交通安全の確保とともに、東海環状自動車道

可児御嵩ＩＣへのアクセスの確保を目的に計画された道路です。

平成２２年度に可児郡御嵩町井尻から可児市中恵土の８．０ｋｍについて全線暫定２車線開通済みであ
か に みたけちようい じ り か に な か え ど

り、国道21号（現道）の交通渋滞の緩和に寄与してきました。

しかし、国道21号（現道）の一部とバイパス部に、主要渋滞箇所（２箇所）があるなどの多くの課題が

あり、本事業は交通渋滞の緩和等の課題解決のために、引き続きバイパスの４車線化整備を推進していき

ます。

Ｈ３年度事業化 Ｓ５０年度都市計画決定（可児市） Ｈ５年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手

Ｓ５８年度都市計画決定（御嵩町）

全体事業費 ３８４億円 事業進捗率 約８９％ 供用済延長 ８．０km

（令和３年３月末時点）

計画交通量 ２４，９００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) ２．０ 83/708 億円 133/1,420 億円 令和３年

事 業 費：54/607億円 走行時間短縮便益：124/1,300億円

(残事業) １．６ 維持管理費：29/101億円 走行経費減少便益：5.7/ 114億円

交通事故減少便益：3.4/ 5.2億円

感度分析の結果

【事業全体】交通量 ：B/C＝1.9～2.2(交通量 ±10%)【残事業】交通量 ：B/C＝1.5～1.9(交通量 ±10%)

事業費 ：B/C＝1.8～2.2(事業費 ±10%) 事業費 ：B/C＝1.5～1.8(事業費 ±10%)

事業期間：B/C＝2.0～2.0(事業期間±20%) 事業期間：B/C＝1.5～1.8(事業期間±20%)

事業の効果等

①円滑なモビリティの確保

・現道等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・現道等における混雑時旅行速度が20km/h未満である区間の旅行速度の改善が期待される。

②国土・地域ネットワークの構築

・日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる。

③個性ある地域の形成

・主要な観光地（ぎふワールド・ローズガーデン、杉原千畝記念館等）へのアクセス向上が期待される。

④災害への備え

・第一次緊急輸送道路として位置づけられている。

⑤地球環境の保全

・CO2排出量の削減が見込まれる。



⑥生活環境の改善・保全

・NO2排出量の削減が見込まれる。

・SPM排出量の削減が見込まれる。

関係する地方公共団体等の意見

・可児市、御嵩町より可児御嵩BP早期４車線化整備の要望を受けている。

岐阜県知事の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。

・本バイパスは、現道の一般国道２１号の交通混雑の緩和、交通安全の確保とともに、東海環状自動車道

可児御嵩ICへの、アクセス道路として機能する重要な路線であると認識していることから、速やかに整

備を進めるべき事業であり、引き続き早期供用に向けた事業の推進をお願いします。

・事業費については、最新技術の活用も含めて、徹底したコスト縮減をお願いします。

事業評価監視委員会の意見

・「事業継続」することは「妥当」である。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・可児御嵩バイパス２車線区間の交通量は２万台／日以上で渋滞損失時間は岐阜県平均を大きく超過。

・可児御嵩バイパス２車線区間の死傷事故率は岐阜県平均を大きく超過する区間が存在。

・可児御嵩バイパス沿線には道の駅や工業団地が立地（可児御嵩IC付近に新たな工業団地を開発予定）。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・事業進捗率は約８９％、用地進捗率は１００％。（令和３年３月末時点）

・平成２２年度に全線で暫定２車線供用。平成３０年度に可児市内一部区間１．３ｋｍ、令和２年度に可

児市内一部区間０．８ｋｍで４車線供用。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・暫定２車線区間（延長５．９ｋｍ）については、周辺道路の整備状況等を踏まえ、整備を実施します。

施設の構造や工法の変更等

・技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していく

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないものと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。



一般国道２１号

可児御嵩バイパス

（道路事業）

中部地方整備局

多治見砂防国道事務所

令和３年１０月２９日
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一般国道２１号可児御嵩バイパスは、岐阜県可児郡御嵩町井尻から可児市中恵土に至る延長８．０ｋｍのバイパスであり、国
道２１号（現道）の交通渋滞の緩和、交通安全の確保とともに、東海環状自動車道可児御嵩ＩＣへのアクセスの確保を目的に計
画された道路です。

平成２２年度に可児郡御嵩町井尻から可児市中恵土の８．０ｋｍについて全線暫定２車線開通済みであり、国道21号（現道）の
交通渋滞の緩和に寄与してきました。

しかし、国道21号（現道）の一部とバイパス部に、主要渋滞箇所（２箇所）があるなどの多くの課題があり、本事業は交通渋滞
の緩和等の課題解決のために、引き続きバイパスの４車線化整備を推進していきます。

１．事業概要

（１）事業目的
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（２）計画概要

－ ２ －

可児御嵩バイパスは、平成３年度に事業化し、平成２２年度迄に全線（延長８．０ｋｍ）が暫定２車線で開通、平成２９年度と令
和２年度に一部区間を４車線化しています。

１．事業概要

か に みたけ

事業名
一般国道２１号

可児御嵩バイパス

区間 御嵩町井尻 ～ 可児市中恵土

道路規格 第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 ４車線

計画交通量 ２４,９００台/日

都市計画決定
昭和５０年度（可児市）
昭和５８年度（御嵩町）

事業化 平成３年度

用地着手年度 平成５年度

工事着手年度 平成１２年度

延長
(供用済延長)

８．０ｋｍ
(８．０㎞暫定２車線開通
２．１㎞完成４車線開通)

前回の再評価 平成２８年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ３８４億円(３５億円増額)

標 準 断 面 図
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２．評価の視点：一般国道２１号可児御嵩バイパス
（１）事業の必要性等に関する視点

①交通渋滞の緩和

■可児御嵩バイパスは平成22年度に全線暫定２車線にて開通し、平成２９年度と令和２年度に一部区間を４車線化してお

り、現道からバイパスへの交通転換が図られたことから、並行現道の交通渋滞が緩和しました。

■一方で、暫定２車線区間では、依然として渋滞が発生している区間があり、４車線化により、交通渋滞の緩和が期待され

ます。
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○暫定２車線区間の課題
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○断面交通量の変化（A-A断面）

混雑度の指標
・1.0未満 ：道路が混雑することもなく、円滑に走行でき、渋滞やそれに伴う極端な遅れはほとんどない状態。
・1.0～1.25 ：道路が混雑する可能性のある時間帯が1～2時間(ピーク時間)あるが、何時間も連続する可能性は

非常に小さい状態。
・1.25～1.75：ピーク時間はもとより、ピーク時間を中心として混雑する時間帯が加速度的に増加する可能性が

高い状態。ピーク時のみの混雑から日中の連続的混雑への過度の状態。
・1.75以上 ：慢性的な混雑状態を呈する。 出典)道路の交通容量(社)日本道路協会

：現道
：ﾊﾞｲﾊﾟｽ

全線開通前 全線暫定２車線開通後

○現道の交通量と混雑度の変化

大きく減少

出典：全国道路・街路交通情勢調査

速度低下が発生
(20km/h以下)

出典 ETC2.0データ平均旅行速度(H29.3、R3.3平日)
岐阜県主要渋滞箇所(岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会R3.2.19)

可児御嵩バイパス L＝８.０km



ラスパ御嵩
（H20出店）

至

土
岐
市

至

岐
阜
市

ザ・ビッグ可児御嵩店
（H30出店）

道の駅可児ッテ
（H22開業）

フード＆ドラッグ
ゲンキー可児御嵩店
（H18出店）

Ｎ

可児御嵩バイパス

御嵩町

可児市
瀬田

C3

可児御嵩ＩＣ

可児御嵩バイパス
完成４車線

暫定２車線

凡 例

平成17年4月29日
暫定２車線開通

L=1.2km

平成17年3月19日
暫定２車線開通

L=1.0km

平成30年3月16日
一部区間４車線化

L=1.3km

平成22年10月30日
暫定２車線開通

L=3.7km

令和3年2月26日
一部区間４車線化

L=0.8km

カインズ可児店
（H18出店）

スーパーセンター
オークワ可児御嵩店
（H28出店）

高
倉
口

古
屋
敷

かにし

みたけちょう

かにみたけ

－ ４ －

２．評価の視点：一般国道２１号可児御嵩バイパス
（１）事業の必要性等に関する視点

②生活環境の質的向上

■可児御嵩バイパスの整備により、アンケート回答頂いた約８割の住民が整備の効果があったと感じています。
■現道においては、大型車の交通転換が進み、事故件数が８割減少し、生活環境の安全性や安心感が向上しました。
■また、バイパス整備とともに、商業施設のバイパス沿線への出店が進み、買い物等の利便性が向上しています。
■一部区間が４車線化しましたが、暫定2車線区間では通勤や買い物における混雑、事故の危険性を指摘する住民の声が多

く、安全・安心な生活環境の確保の面からも早期の全線４車線化が期待されています。

○可児御嵩バイパスの整備効果アンケート結果と沿線の主な商業施設立地状況

か に みたけ

○暫定2車線区間の課題

＜現道の大型車混入率＞

20.8%

10.1%
5.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

H17 H22 H27

出典：全国道路・街路交通情勢調査

大きく減少

※高倉口交差点付近

＜古屋敷交差点の渋滞状況＞

撮影：H30.9.12（水） 7時

最大渋滞長２５０ｍ

ふるやしき

住民アンケート（H30.8）
回答者数370人

わからない
16％

効果は
感じられない

8％

効果があったと
感じている

76％

＜バイパス全体の整備効果＞
順位 効果の内容

１位 買い物・通院等の利便性の向上

２位 安全性の向上

３位 通勤時間の短縮

４位 お出かけ・旅行機会の増加

順位 課題の内容

１位 渋滞している箇所がある

２位 安全性に課題がある

３位 スムーズに走行することができない

４位 その他の課題

＜効果があったと感じている方：約８割＞

＜効果は感じられない：約１割＞

○バイパス整備による現道への効果

出典：イタルダ事故データ

＜1㎞あたりの交通事故件数＞

0

1

2

3

4

5

現道 現道 可児御嵩BP

H18-H21

開通前

H28-R1

開通後

(件数/4年･㎞)

3.8件

1.0件

2.0件

岐阜県
直轄国道

平均 0.8件

８割減少

全線開通前 全線暫定２車線開通後



可児御嵩IC
か に み たけ

土岐JCT
と き

関市
せき

犬山市
いぬやま

美濃加茂市
み の か も

御嵩町
み たけ

土岐市
と き

坂祝町
さかほぎ

瑞浪市
みずなみ

恵那市
え な

２．評価の視点：一般国道２１号可児御嵩バイパス
（１）事業の必要性等に関する視点

③観光支援

■可児市・御嵩町では、可児御嵩バイパスの整備とともに観光入込客数が増加しています。

■平成30年3月には一部区間４車線化により可児御嵩ICからぎふワールド・ローズガーデンへのアクセス性が高まりましたが、

暫定２車線区間では混雑が残存していることから、今後全線４車線整備による交通円滑化により、更なる周辺観光地との周

遊性が向上し、アフターコロナの観光回復に寄与することが期待されます。

周辺観光地

周辺ルート
(高速道路経由)

周辺ルート
(一般道経由)

128 

275 

211 
236 

285
260 268 282 294

309

438
417 404 414 407 408
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8
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0
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2
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H2
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H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0 R1

（万人）

可児市・御嵩町の観光入込客数

H17.4
部分開通

H22.10
全線暫定開通

H30.3
部分開通

約３倍に増加
0

5

10

15

20

開通前 一部４車線化 全線４車線化

可児御嵩バイパス区間の通過時間

8分

11分

15分

３割短縮

３割短縮

■開通前（現道利用）：平成17年度全国道路・街路交通情勢調査
（休日混雑時平均旅行速度）

■一部４車線化（バイパス利用）：H30.4 ETC2.0ﾃﾞｰﾀ（休日昼間12H速度）
■全線４車線化（バイパス利用）：可児御嵩バイパスは規制速度60km/hで算出

中山道太田宿
なかせん どう おお た じゅく

中山道伏見宿
なかせん どう ふし み じゅく

中山道御嶽宿
なかせん どう み たけ じゅく

美濃金山城跡
み の かね やまじょうあと

サイエンスワールド

え な きょう

恵那峡（恵那市）
なかせんどう おおくてじゅく

中山道大湫宿（瑞浪市）岐阜城（岐阜市）
ぎ ふ じょう

犬山城（犬山市）
いぬやま じょう

Ｃ3

Ｅ19

岐阜市
ぎふ

土岐プレミアム・アウトレット（土岐市）
と き

Ｃ3

可児御嵩バイパス
か に み たけ

－ ５ －

ぎふワールド・ローズガーデン（可児市）

可児市
か に

美濃関JCT
み の せき

東海環状自動車道

東海環状自動車道

中央自動車道

か に みたけ

か に みたけ か に みたけ

H30年3月
4車線化
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■可児御嵩バイパス沿線の工業団地では、可児御嵩バイパスの整備とともに進出企業数が大きく増加しており、可児市・御

嵩町の製造品出荷額も増加傾向が続いています。

■平成30年度の可児御嵩IC付近への新たな工業団地開発の方針決定や、令和3年の周辺工業団地への新工場建設等、コ
ロナ禍においても企業の設備投資が堅調です。

■道路整備、企業誘致による民間投資の相乗効果により、地域活性化の支援が期待されています。

－ ６ －

２．評価の視点：一般国道２１号可児御嵩バイパス
（１）事業の必要性等に関する視点

④ストック効果事例：沿線地域の産業支援

21

可児御嵩バイパス

平成17年4月開通 L=4.3㎞ 平成22年10月開通 L=3.7㎞

21

21

可児市

御嵩町

至

岐
阜
市

至

土
岐
市

○可児御嵩バイパスの開通を契機とした企業の進出

グリーンテクノみたけ

可児御嵩バイパス
完成４車線
暫定２車線

高規格道路
一般国道
県道
鉄道
工業団地

凡 例

○バイパス周辺工業団地への進出企業数の推移
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可
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ン
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ー
東

H17.4
部分開通

H22.10
全線暫定開通

※工業統計調査

H17.4
部分開通

H22.10
全線暫定開通

○可児市・御嵩町の製造品出荷額等の推移

二野工業団地

令和５年
工業団地
分譲予定

一部区間４車線化

※可児柿田流通工業団地（可児市） ・グリーンテクノみたけ（御嵩町）

可児御嵩バイパスがこの地への進出理由の
１つです。当社のメイン物流センターとして、

物流の中心的役割を果たしています。

ヒアリング結果（可児柿田流通工業団地企業）ヒアリング結果（二野工業団地企業）

交通アクセスがよく、可児御嵩
バイパスがあることが当地進出

の決め手になりました。
製

造
品

出
荷

額
(億

円
)

開通とともに増加

リーマンショック

一部区間
４車線化

か に みたけ か に みたけ か に み

たけ

か に みたけ

か に みたけ

令和３年着工
医療用品メーカー

新工場

可児柿田
流通工業団地

令和２年着工
運送会社
拠点増設

みたけちょう

かにし

全線暫定2車線開通
後も企業が進出

暫定開通後も増加

H30.3
部分開通

H30.3
部分開通



－ ７ －

３．事業の進捗及び見込みの視点

事業の進捗の見込み状況

■平成２２年度迄に全線（延長８．０ｋｍ）が暫定２車線で開通。平成２９年度と令和２年度に一部区間を４車線化。

■残る暫定２車線区間については、バイパスおよび周辺道路の交通状況等を踏まえ、４車線化を推進。

可児御嵩バイパスの事業進捗状況

【用地取得率】 【事業進捗率】

１００％ → １００％ 約８７％ → 約８９％

（平成２７年度末） （令和２年度末） （平成２７年度末） （令和２年度末）

可児御嵩バイパス L=８.０km

平成17年4月29日
暫定２車線開通

L=2.4km
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平成17年3月19日
暫定２車線開通

L=1.9km

平成30年3月16日
一部区間４車線化

L=1.3km

平成22年10月30日
暫定２車線開通

L=3.7km

グリーンテクノ
みたけ

可児柿田流通工業団地

可児御嵩バイパス
完成４車線
暫定２車線

高規格道路

一般国道

県道

鉄道

主要渋滞箇所

工業団地

凡 例
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東 井
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大
庭

可
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開通前

撮影：R1.5.26(日) 15時

至 土岐市

開通後

撮影：R3.3.7(日) 14時

至 土岐市

令和3年2月26日
一部区間４車線化

L=0.8km

か に み たけ

至 岐阜市

至 岐阜市

みのかもし

やおつちょう

みたけちょう

かにし



－ ８ －

４．事業費の見直しについて

①設計基準、要領の改訂による変更

②橋梁下部工における施工方法の変更 ・・・３５億円増

■事業費増加の要因

事業費増額の要因 増額

①-1 設計基準、要領の改訂による変更

・最新の道路橋示方書を踏まえた設計により、構造物規模の大型化が必要となった。
２０億円

①-2 設計基準、要領の改訂による変更

・道路橋検査路設置要領が改訂され、下部工検査路設置範囲の見直しが必要となった。
２億円

② 橋梁下部工における施工方法の変更

・仮設土留工について、設計に先立って行った下部工施工位置でのボーリング調査により、玉

石の介在が確認されたため、ウォータージェット併用圧入工法から硬質地盤クリア工法に変

更が必要となった。

１３億円



支承規模の大型化

４．事業費の見直しについて
■事業費増加の要因

①-1 設計基準、要領の改訂による変更 ・・・ ２０億円

－ ９ －

■道路橋示方書においては、当初設計を行った平成３年度以降５回の改訂が行われた。

■事業進捗に伴い、最新の道路橋示方書を踏まえた修正設計を実施、対象とする地震時の設計水平震度の見直し等により構

造物規模の大型化が必要になった。

【位置図】

下部工・基礎工規模の大型化

＜当初＞ ＜変更後＞

◆道路橋示方書の改訂経緯（主な改訂内容）

◆設計水平震度の見直し
（変更設計時点における最新の道路橋示方書に準拠）

※上記はⅠ種地盤、内陸直下型地震動での標準値を示しており、場所の違い
や下部構造、対象とする地震動（プレート境界型・内陸直下型）により、構造
物毎に異なる。なお、H2基準では大規模地震の規定は無い。

当初設計
（H2基準）

変更設計
（H29基準）

中規模地震（レベル１地震） 0.2 0.2
大規模地震（レベル２地震） ー 2.0

＜当初＞ ＜変更後＞

◆柱 5.5m×2.5m
◆底版 8.5m×7.7m

2500

1
8
0
0

5
5
0
0

8
5
0
0

77007700

◆柱 6.5m×2.5m
◆底版 11.0m×9.5m

9500 9500

1
1
0
0
0

4
0
0
0

6
5
0
0

2500

時期 主な改訂 原因

H6 設計荷重25t対応 車両の大型化

H8 耐震設計の強化
（大規模地震動を考慮）

兵庫県南部地震

H14 性能要求事項の明記、
疲労、塩害等耐久性向上

性能規定型への
転換

H24 設計水平震度の見直し
維持管理の必要性・容易さ

東北地方
太平洋沖地震

H29 設計供用期間100年の為の
具体的な規定

熊本地震、構造
物長寿命化

下部工規模の
大型化対象下部工

当初 変更後
増額

下部工 支承 合計 下部工 支承 合計

１３基 ８億円 １億円 ９億円 ２４億円 ５億円 ２９億円 ２０億円

可児御嵩バイパス 延長8.0㎞

【広見高架橋】
【木下大橋】

凡例

開通済

事業中

21
21
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岐
阜
市

至

土
岐
市



４．事業費の見直しについて
■事業費増加の要因

①-2 設計基準、要領の改訂による変更 ・・・ ２億円

－ １０ －

■下部工検査路は下部工の片側のみに設置する計画としていたが、下部工及び支承部の確実な点検を目的に、道路橋検査

路設置要領が改訂され下部工全周に設置する必要が生じた。

◆位置図 ◆当初 ◆変更後

詳細データの
確認が必要

検査路設置対象下部工数
当初 変更後

増額
検査路（片側） 検査路（全周）

１３基 １億円 ３億円 ２億円

◆下部工検査路設置状況写真（イメージ）

可児御嵩バイパス 延長8.0㎞

【広見高架橋】
【木下大橋】

凡例

開通済

事業中

21
21

C3

至

岐
阜
市

至

土
岐
市



４．事業費の見直しについて
■事業費増加の要因

② 橋梁下部工における施工方法の変更 ・・・ １３億円

－ １１ －

■フーチングの仮設土留め工では、当初、ウォータージェット併用圧入工法を計画していたが、詳細設計に先立って行った下部

工施工位置でのボーリング調査により、玉石の介在が確認されたため、玉石にも適用可能な、硬質地盤クリア工法へ変更す

る必要が生じた。

◆位置図

対象下部工数 当初 変更後 増額

１３基 ２億円 １５億円 １３億円

◆参考：施工断面図

仮設土留工の施工工法の変更

仮設土留め工

可児御嵩バイパス 延長8.0㎞

【広見高架橋】
【木下大橋】

凡例

開通済

事業中

21
21

C3

至

岐
阜
市

至

土
岐
市

◆当初 ◆変更後

ウォータージェット併用圧入工法 硬質地盤クリア工法



－ １２ －

５．費用対効果

■費用便益分析（B／C）について

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

◇費用便益比（B／C） ＝ ――――――――――――――――――――――――――――――――――

事業費 ＋ 維持管理費

【事業全体】 ＜感度分析結果＞

【残事業】

※１ 便益算定に当たってのエリアは、「一般国道２１号可児御嵩バイパス」周辺の主要な幹線道路（延長約１，２２０ｋｍ）を対象として算出。
※２ 平成３０年２月に公表された平成２２年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR１２将来ＯＤに基づきＢ／Ｃを算出。
※３ 残事業のB/C算定に当たっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。
※４ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

【前回再評価時からの変更点】
１．将来ＯＤ表の変更（平成１７年度全国道路・街路交通情勢調査→平成２２年度全国道路・街路交通情勢調査）により、計画交通量が５％増加
２．将来道路網条件の変更（Ｈ２４年度事業化済道路網→R２年度事業化済道路網）により、新東名6車線化等が追加。
３．費用便益分析マニュアルの改定（Ｈ２０マニュアル→Ｈ３０マニュアル）により、各便益の原単価を更新。
４．走行台キロの年次別伸び率の更新（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）
５．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２５年度→R３年度）
６．GDPデフレータの更新（Ｈ２５年度→R３年度）
７．国道２１号可児御嵩バイパスの事業費増（３５億円）

３便益による事業の投資効果

便益（億円） 費用（億円）
B／C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 １，０８１ １１４ １６ １，２１１ ４１５ ６７ ４８３ ２．５

今回評価時 １，３００ １１４ ５．２ １，４２０ ６０７ １０１ ７０８ ２．０

便益（億円） 費用（億円）
B／C

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 ２１３ １３ ７．７ ２３３ ４１ ３７ ７８ ３．０

今回評価時 １２４ ５．７ ３．４ １３３ ５４ ２９ ８３ １．６

変動要因 変動ケース B／C

交通量 ±１０％ １．９～２．２

事業費 ±１０％ １．８～２．２

事業期間 ±２０％ ２．０～２．０

変動要因 変動ケース B／C

交通量 ±１０％ １．５～１．９

事業費 ±１０％ １．５～１．８

事業期間 ±２０％ １．５～１．８



－ １３ －

６．代替案立案等の可能性の視点

８．対応方針（原案）

■一般国道２１号可児御嵩バイパスの事業を継続する。

７．県・政令市への意見聴取結果

■岐阜県の意見

対応方針(原案)のとおり、事業の継続について異存ありません。

なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。

・本バイパスは、現道の一般国道２１号の交通混雑の緩和、交通安全の確保とともに、東海環状自動車道 可児御嵩ⅠＣへ
のアクセス道路として機能する重要な路線であると認識していることから、速やかに整備を進めるべき事業であり、引き続き
早期供用に向けた事業の推進をお願いします。

・事業費については、最新技術の活用も含めて、徹底したコスト縮減をお願いします。

■一般国道２１号可児御嵩バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、

国道２１号（現道）の交通渋滞の緩和、交通安全の確保、沿線地域の産業支援、観光支援等など、期待される効果が大きい

事業で、地域の課題に大きな変化が無いことから、現計画が最も適切であると考えます。

か に みたけ
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